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【手続補正書】
【提出日】平成30年5月14日(2018.5.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２０４】
本発明の抗ＭＥＲＳ－ＣｏＶ－Ｓ抗体は、従前に単離した抗ＭＥＲＳ－ＣｏＶ抗体より有



(2) JP 2017-524339 A5 2018.8.16

効な中和剤である
　本発明の選択した抗体の力価を、従前に単離したモノクローナル抗体と比較した。３つ
の群を、ｉｎ　ｖｉｔｒｏ抗体単離方法、すなわち、ファージディスプレイ（Ｔａｎｇら
２０１４年、ＰＮＡＳ　ｄｏｉ：１０．１０７３／ｐｎａｓ．１４０２０７４１１１；お
よびＹｉｎｇら２０１４年、Ｊ．　Ｖｉｒｏｌ．　ｄｏｉ：１０．１１２８／ＪＶＩ．０
０９１２－１４）、ならびに酵母ディスプレイ（Ｊｉａｎｇら２０１４年、Ｓｃｉ．Ｔｒ
ａｎｓｌ．Ｍｅｄ．　ｄｏｉ：１０．１１２６／ｓｃｉｔｒａｎｓｌｍｅｄ．３００８１
４０）を用いて、ＭＥＲＳ－ＣｏＶ　Ｓタンパク質に結合し、ウイルス侵入を遮断する抗
体を選択した。この研究のため、ＭＥＲＳ－ＣｏＶを中和し、多様なエピトープに結合す
ることを報告した、公開した可変ドメイン配列を有する３種の抗体のパネルを選択した。
抗体３Ｂ１２（Ｔａｎｇら２０１４年、ＰＮＡＳ　ｄｏｉ：１０．１０７３／ｐｎａｓ．
１４０２０７４１１１）、ＭＥＲＳ－４およびＭＥＲＳ－２７（Ｊｉａｎｇら２０１４年
、Ｓｃｉ．　Ｔｒａｎｓｌ．　Ｍｅｄ．　ｄｏｉ：１０．１１２６／ｓｃｉｔｒａｎｓｌ
ｍｅｄ．３００８１４０）についての配列を、ヒトＩｇＧ１定常ドメインにクローニング
し、次に、選択した本発明の抗体と同様に発現させ、精製した。原型ＥＭＣ／２０１２配
列、および上述の全ての臨床上の単離物で生成した偽粒子を用いて、全ての抗体の中和有
効性を試験した。
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